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「動物共⽣科学」および「ワンヘル
ス（One Health）」の概念の分析

学内の研究資源との関連の分析
動物共⽣科学に対する意識調査
科学コミュニケーション事業の実施

動物共⽣科学の科学的コミュニケーション構築と
その発信に関する研究

【研究チーム】
代表者：福井智紀（⽣命・環境科学部教職課程研究室講師）
メンバー：⼤⽊茂（獣医学部動物応⽤学科動物資源経済学研究室教授）

私たちが取り組んでいます！

福井智紀（代表者） ⼤⽊茂

めざすこと（研究⽬的）

動物共⽣科学の概念を整理し、学内コミュニケ―ションを促進
専⾨家と⾮専⾨家との科学的コミュニケ―ションを促進

やること（研究⽅法）

わかること・できること（成果）

「動物共⽣科学」への理解の深化
社会から価値を認められる「動物
共⽣科学」の創⽣へ

こんなふうに研究しています！
キーワード解説

科学的コミュニケーション：科学コミュニケーション、
サイエンスコミュニケーションとも呼ばれる。専⾨家か
らの情報発信だけではなく、⾮専⾨家との情報や意⾒の
双⽅向の交換を重視する活動や考え⽅のこと。サイエン
スカフェは、その代表例。広義には専⾨家と⾮専⾨家と
のすべての交流を指し、この場合には、学校での理科教
育やテレビの科学番組など幅広い活動を含むオープンキャンパスにあわせてサイエンスカフェを企画しました

（匿名性に配慮して、ぼかし処理をしています）

研究の⼀環として2017年8⽉にサイエンスカフェを企画

科学的コミュニケーションの成果の検証と改善へ


